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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
本日は、自己点検・評価の一つとして、文部科学省より要請のありました来年度から教職課程にて取組が求めらている
新教科「情報通信技術を活用した教育の理論及び方法」について本学の取組を紹介させていただきます。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
早速ですが、今回表題にある教育内容と方法を充実させる取り組みの一つとして、教職課程のカリキュラムにおいて教職課程の自己点検・評価に
現在、初等中等教育でカリキュラム・マネジメントとして取り入れられていることの多い
PDCAのサイクルの視点を取り入れてはどうかと考えたことがきっかけであります。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
まず、一つのPDCAとして４年間の教職課程を通した学生の授業準備と授業実践における課題の改善を目指しました。

右の矢印の説明・・・本学の教職課程学生の課題の一つとして、授業準備と授業実践における幾つかの課題が存在し、
それらは４年間の教職課程の中で１年次より関連を持ちながら授業実践である４年次の教育実習につながっております。

左の年次の説明・・・
改善のためには、１年次から、学生たちが、自身の専門とする教科の学習内容の十分な理解をすること。そのためには知識・技能のみならず、
「知っている・知らない」「できる・できない」のみならず
各教科における探究的な学習の内容を学生が把握することが大切になると考えています。
そこで、１年次の配当科目「教育方法・技術論」の授業から各専門教科の「探究」の部分に学生が焦点を当てられるように、事前課題などの設定を行い
同時に、「探究」の部分に情報通信技術を活用することも盛り込みました。詳細は次にご説明します。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
もう一つのPDCAサイクルは、来年度２０２２年度の実施を見通した「情報通信技術を活用した教育の理論及び方法」を「教育方法及び技術」に組み入れた、
2021年本年度、半期の授業の実践からの授業内容とシラバス作成の改善です。

本日の発表は時間の都合上、本年度実施した「情報通信技術を活用した教育の理論及び方法」を「教育方法及び技術」に組み入れた
授業の取り組みの紹介になります。
(来年度2022年度、実施予定の新しい「教育方法・技術論」の授業内容の改善とシラバス作成に向けた本学のこれまでの取組の紹介になります。)
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
初等中等教育で、必ずしも全員が体験しているとは限らないので、
まずは情報通信技術を活用した授業体験を授業回の早い段階で取り入れました。先のC1,C2に対応する形です。
次に、反転授業による授業の多くの場面で発表、議論の時間にすることで時間の効率を学生には体感してもらいます。
そして、遠隔授業の課題でもある学生の発表が独善的にならないように、学生自身が準備も含めて発表などの際
自身の在りようをメタ化、客観化できるように工夫を行いました。
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100th Anniversary
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